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本の著者が語った内容を客観的に要約したもの。
手(書評の作者)の考えや見方が入り込まな

いよう注品。
自分の書評が、仮に著者に読まれでも抗議を受け

ることがないよう、「フェア」な姿勢で、書く。
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手自身の見方・考えを積極的に打ち出すもの

。偶然とした「感想」で、はなく、なぜ自分がそう思う

のかを論理的に説明する。
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【ブックレビューの 成】

入部:関心の引き寄せ

半部:図書内容の紹介

後半部: 自身のコメント
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「はじめにJr序Jrまえがき」
「プロローグ」など

この部分では、著者が「なぜこの本を書いた
かJr何を述べようとしているかJrどのような
視点からテーマを扱うか」など、 図書内容の

方向性を述べていることが多い。
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「おわりにJr結びJrあとがき」

「エピローグ」など

この部分では、著者が最後に「一番言いたい

ことJrさまざまな検討の末に到達した恵見」

など、 図書の主要なメッセージを述べている
ことカ電多い。
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本全体で「どのよう話
かJrどういった順序で、

」など、

の

見て取れる。

が盛り込まれている
を展開しているか

カ電
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ックレビュ
(週刊読書人』より)

小川創一『町の発明王
ニ田徹「発明による起業とは」
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